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	応用
	抗原情報
	背景
	UBA52 は、N 末端のユビキチンと C 末端のリボソームタンパク質 L40 (C 末端延長タンパク質 (CEP)) からなる融合タンパク質です。この遺伝子に由来する複数の処理された擬似遺伝子がゲノム内に存在します。[ユビキチン]: 別のタンパク質に共有結合して存在するか、自由 (アンカーされていない) 状態で存在します。共有結合している場合は、モノマー (モノユビキチン)、ユビキチンの異なる Lys 残基を介して結合したポリマー (ポリユビキチン鎖)、またはユビキチンの開始 Met を介して結合した線状ポリマー (線状ポリユビキチン鎖) として、イソペプチド結合を介して標的タンパク質に結合されます。標的タンパク質に結合されたポリユビキチン鎖は、結合しているユビキチンの Lys 残基に応じて異なる機能を持ちます。Lys-6 結合は DNA 修復に関与する可能性があります。 Lys-11結合型はERAD（小胞体関連分解）および細胞周期制御に関与しています。Lys-29結合型はリソソーム分解に関与しています。Lys-33結合型はキナーゼ修飾に関与しています。Lys-48結合型はプロテアソームによるタンパク質分解に関与しています。Lys-63結合型はエンドサイトーシス、DNA損傷応答、および転写因子NF-κBの活性化につながるシグナル伝達プロセスに関与しています。開始因子Metによる結合で形成された線状ポリマー鎖は、細胞シグナル伝達につながります。ユビキチンは通常、標的タンパク質のLys残基に結合していますが、まれにCysまたはSer残基への結合が観察されています。ポリユビキチンが遊離している場合（非アンカーポリユビキチン）、タンパク質キナーゼの活性化やシグナル伝達など、異なる役割も果たします。
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	293T 細胞溶解物中の UBA52 発現のウエスタンブロット分析。

